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病虫害は少ないが、春に新葉が水浸状の

不規則な形の茶色に変色し、やがて全体

に広がり、ついには落葉する「葉枯れ」

の被害が広がっている。 

花後、徒長枝やからみ枝を整理する。ま

た、ひこばえをよく伸ばすので、これも

適宜整理する。接ぎ木の場合は、台木か

らのひこばえを早めに切除するとよい。 

浅根性（根の張り方が浅い）のため、乾

燥を防ぐとよい。夏期、直射が強ければ、

根の周りをマルチング材などで覆い充分

灌水する。日陰でも生育すが、日当りが

良いと秋の黄葉～紅葉が美しくなる。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

樹名の由来は諸説ある。マンサクも「満開に咲

く」説やちょっと訛って「まんず咲く」説があ

る。 

Memo 

山地に雪が残るなかで咲く早春花。葉の芽吹く

前に咲くため一際よく目立つ。４枚の細い花弁

をもつ花が２つずつ背中合わせに咲き、満開に

なると鮮やかな淡黄色に染まる。中国原産のシ

ナマンサクとマンサクの種間雑種に、赤色やオ

レンジ色の花弁をつける園芸品種がある。 

生長：普通 特 記 

マンサク科（APGⅢ） 科 名 

落葉／中高木／木本植物／在来種 

  マンサク  [ 満作・万作 ]  
／オオバマンサク／マルバマンサク 

ウラクロシジミ・ヤクシマルリシジミ 


